
12月は大気汚染防止推進月間です。

例年、１２月は自動車交通量の増加、ビルや家庭の暖房の他、気象条件の影響等により、大気
汚染物質濃度が高くなる傾向があります。環境省では、毎年１２月を大気汚染防止推進月間とし
て、きれいな空を守ることの大切さを呼びかけています。

大気環境を守るための、環境省からの提案です。
〇自転車や電車の使用を心がけましょう
冬に空気が汚れる理由のひとつに、自動車交通量の増加があります。天気のいい日は出来る

だけ自転車で出かけるなど、移動の際には、徒歩や自転車、公共交通機関の使用を心がけま
しょう。
〇暖房の使用を控えましょう
過度の暖房使用は空気が汚れる原因となります。暖房は室温20度で、重ね着などの工夫を。

ウォームビズやウォームシェアで暖かな冬をお過ごし下さい。
〇エコドライブを実践してみましょう
自動車に乗っていても環境のために出来ることがあります。 まずは、ふんわりアクセル「ｅス

タート」から始めてみましょう！
〇大気汚染の防止について考えてみましょう
ガソリンや溶剤などに含まれる揮発性有機化合物（ＶＯＣ）は、光化学スモッグを起こす原因物

質です。私たちの生活の中でも、ＶＯＣを含むスプレー製品を使わないなど、大気環境のためにで
きることがあります。
〇野焼きをやめましょう
野焼きはPM2.5濃度の上昇に影響を与える場合があるため、稲わら等を有効利用することに

よって、野焼きをやめましょう。なお、野焼きは法律により原則として禁止されています。


